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、
シ
、
曇

》
・
・言

曾
耽
の
柵
‐
況
：

．
取
叩
一

・
一
‐
伽
・
唖
立
明
治
二
十
九
年
四
月

患
一

一
“
賓
本
金
《
、
二
千
六
ｆ
六
万
六
千
六
百
川
。

・
，
製
一

一
許
エ
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歎
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二
十
七
工
場
柵
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欺
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千
釜
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言
迦
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四
十
、
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万
間
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恥
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幸
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‐
業
・
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一
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●
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圭
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三
工
青
■
言
▼
三
Ｖ
き
▲
言
上
覧
■
言
マ
三
▼
署
Ａ
害
▲
・
二
日
二
丁
三
▽
号
Ａ
害
凸
皇
画
呈
了
三
Ｖ
〒
＆
亨
凸
・
二
■
皇
Ｘ
三
Ｘ
一
言
皿
亨
ｅ
二
百
垂

０

・

旬
，

．
■

電
話
特
接
二
九
紬
‐

●
一
■
口
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雲
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■
《

●
０
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伊
今
８
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凸
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又
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Ｖ
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Ａ
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宮
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．
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宇
島
繊
道
沿
線
案
内
魚
‐
‐
Ｉ

宇
島
騨

八
屋
町
宇
島
腿
．
の
あ
る
所
は
八
屋
町
の
地
域
に
鯛
す
る
、
全
町
は
郡
内
節
一
・
の
都

合
で
人
口
五
千
余
、
八
麗
雛
察
鵬
、
入
屋
郵
便
局
、
築
上
商
等
女
皐
校
、
築
上
農
皐
校

八
屋
銀
行
公
築
上
銀
行
等
が
あ
り
、
海
岸
を
入
離
没
ご
い
ふ
。
：
＃
鮒
蹄
琳
逓
訓
・
・
’

八
尋
演
和
爾
雅
に
「
豊
前
八
熱
演
あ
り
、
圃
人
の
い
ふ
、
八
諒
淡
は
上
毛
郡
妹
屋

の
わ
た
り
を
云
ふ
」
と
見
侮
て
居
る
ｃ
韮
突
出
し
た
先
を
肌
脚
ヶ
鼻
と
稲
へ
、
厳
鳥
肌

ヤ
シ
竪
寿
〃
ハ
マ

刺
、
俗
に
云
ふ
排
才
天
の
洞
が
あ
る
。
古
く
か
ら
名
の
知
れ
た
所
で
心
一
に
八
醐
演
直

言
ひ
け
山
川
村
大
字
四
郎
九
の
大
富
紳
耽
の
祭
職
に
は
帥
典
の
御
幸
が
ゐ
り
、
八
醗
祇

：
●
（
．
一
・
）
・
●
●
。

縮
雪
雲
峨
々
た
る
冬
期
も
、
森
花
秋
月
避
暑
凌
窪
四
季
好
適
ば
ら
ざ
る
な
き
こ
感
は
今
疋

。
》

紫
説
を
要
せ
ざ
る
ぺ
し
。
左
れ
ば
本
繊
蹴
沿
線
の
雁
史
的
燃
峨
を
尋
ね
＄
叉
は
天
下
の

絶
勝
耶
鵬
溌
吻
風
光
を
探
ら
む
声
嫡
欲
す
る
人
士
は
日
蝋
線
宇
島
鵬
に
て
下
耶
。
面
に
本

錨
殖
を
利
川
せ
ら
る
ぁ
こ
さ
最
も
便
利
に
し
て
興
趣
深
し
炎
。
・

雁
史
の
判
耐
に
富
み
て
公
共
的
観
念
熱
烈
な
る
吉
村
鉄
匝
氏
岡
規
造
氏
は
何
等
の
好
意

ぞ
今
回
本
磁
道
の
澱
め
に
特
に
沿
線
の
名
肪
蒋
峨
等
訓
撤
の
鋪
を
執
ら
る
、
依
て
之
れ

を
印
刷
し
て
沿
線
案
内
肥
を
作
り
旅
行
者
各
位
の
参
考
に
供
す
。

■
■
▲
〃
・
■

■
’
■

ｉ
〃
ず

１

■
①

。
◆
け
■
■
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画
宮
二
口
一
夕
■
一
一
●
五
一
二
面
二
画

間
こ
い
て
つ
大
に
賑
ふ
の
が
毎
年
の
例
ど
な
っ
て
居
る
ｏ
夫
木
集
に
、

八
尋
演
大
宰
大
威
高
遮

春
の
日
の
描
に
み
ち
て
見
向
つ
る
は

八
尋
の
縦
と
ゆ
け
ば
な
り
け
り

と
あ
る
。
朋
刺
の
鼻
か
ら
西
に
向
へ
ぱ
入
江
を
隔
て
Ｅ
松
江
海
岸
の
松
並
木
が
見
恒
、

東
に
向
へ
版
帆
桃
林
立
せ
る
宇
鳥
港
が
ゐ
り
‐
松
風
涛
雛
粥
に
相
和
し
、
千
鳥
の
打
群

れ
屯
湖
ぷ
擬
色
は
澱
に
何
ぜ
も
い
へ
な
い
。
一
皮
ば
必
ず
杖
を
奥
き
て
僻
胆
を
洗
ふ
べ

き
で
ゐ
る
。
、

宇
島
町
八
尾
町
の
東
に
ゐ
っ
て
殆
ぎ
っ
や
い
て
居
る
。
港
町
で
商
家
、
料
迎
屋
、

漁
家
の
混
合
世
淵
の
町
で
あ
る
。
人
口
三
千
一
二
百
余
、
並
の
東
近
く
の
言
毛
門
村
大
字

・
沓
旋
に
郡
是
製
糸
工
鵬
か
あ
っ
て
椛
に
煤
畑
を

あ
げ
て
居
る
。

宇
島
・
港
海
岸
に
珊
瑚
砿
の
如
き
防
波
堤
が

あ
っ
て
帆
柚
林
立
し
、
炭
い
埋
立
に
は
蛾
板
製

造
工
鵬
が
あ
り
石
炭
の
山
の
あ
る
所
之
即
有
名

な
字
ノ
鳥
港
で
あ
る
。
此
地
は
も
亡
赤
熊
の
地

先
の
波
で
‐
小
松
生
ひ
荊
卿
繁
茂
し
、
此
洲
に

は
剃
か
群
居
し
て
魂
を
干
し
て
居
た
の
で
刺
の

島
と
云
っ
て
居
た
さ
う
で
ゐ
る
。
然
る
に
文
政

の
初
伽
主
小
倉
の
小
笠
原
侯
か
築
泌
を
企
て
、

：
。
（
・
一
二
．
〕
。
。
。
。
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凡
て
居
た
の
で
一
名
和
莱
の
使
遊
も
い
ひ
此
の
便
か
宇
佐
宮
へ
窒
向
の
途
次
休
憩
の
た

め
肌
溌
よ
き
此
の
所
と
避
ん
で
休
憩
所
を
設
け
ら
れ
た
の
で
北
名
を
得
て
居
る
霊
。
‐
今
此

所
に
老
松
か
枝
を
交
へ
て
居
る
の
は
共
塾
向
毎
に
記
念
と
し
て
柿
侮
た
も
の
だ
と
の
邸

で
あ
る
。
之
か
ら
船
入
ま
て
藤
園
遊
の
東
に
松
並
木
が
み
つ
．
て
い
が
に
も
慨
色
が
住
い

大
冨
祁
祇
字
島
騨
か
ら
西
南
約
牛
胆
ｏ
豚
耽
で
山
川
村
大
字
四
郎
九
に
あ
る
ｏ
‐

祭
脚
は
十
柱
、
中
殿
は
住
吉
の
一
二
刺
、
右
は
八
幡
宮
で
叩
刺
天
皇
、
仲
哀
天
壁
，
祁
功

皇
后
，
左
は
宗
像
の
三
女
刺
。
共
仙
に
獅
主
川
即
継
泳
主
祁
を
祁
っ
て
あ
る
。
抑
々
大

宮
川
と
は
中
殿
住
吉
利
を
言
っ
た
部
は
豊
前
誌
に
「
抑
々
営
耽
御
鈍
座
の
始
は
不
詳
，

庇
記
云
、
成
務
天
皇
戊
両
八
年
五
月
大
窟
耽
に
忠
災
を
所
り
て
印
有
、
叉
仲
哀
天
皇
戊

成
一
二
年
同
耽
に
雨
を
斬
る
亡
見
侮
大
密
祁
は
韮
も
古
く
起
り
た
る
事
に
提
ゆ
云
々
」
芭

該
．
．
（
五
）
・
タ
デ

…
（
四
〕
・
１
．

兆
の
五
年
に
小
肌
、
海
没
の
漁
家
三
百
計
り
を
移
住
せ
し
め
市
街
を
作
ら
せ
た
。
典
時

今
の
文
字
に
改
め
た
ど
の
事
で
あ
る
。
築
階
は
文
政
四
年
四
月
に
工
を
起
し
、
全
十
一

年
正
月
功
を
竣
へ
た
こ
と
が
埠
噸
に
辻
て
る
築
港
記
念
碑
及
び
坐
前
圃
志
に
見
・
い
て
居

る
。
一
二
毛
門
哨
瓜
の
産
辿
二
毛
門
村
に
隣
し
て
居
る
ｏ
；

松
江
八
屋
町
の
西
附
三
十
一
窪
川
、
角
田
村
の
大
字
て
小
市
街
の
形
を
な
し
て
居
る
。

入
江
を
隔
て
ｈ
八
尾
ご
州
封
し
鮒
を
も
っ
て
名
高
い
。
支
那
に
松
江
の
卿
と
い
ふ
が
見

侮
る
か
叱
脳
に
間
脳
が
ご
れ
附
近
に
お
腰
掛
の
遮
断
が
あ
る
。
．
‐
：
：
：
：
‐
：

御
腰
掛
日
豊
線
松
江
僻
の
東
に
小
高
い
鹿
に
老
松
か
叢
生
し
て
居
る
ｂ
此
臆
が
お

腰
掛
の
蒋
峨
で
あ
る
。
共
由
来
は
と
い
へ
ば
、
昔
宇
佐
宮
へ
靭
延
か
ら
勅
使
が
た
っ
て

居
た
。
之
を
宇
佐
の
使
ご
云
ひ
、
和
戴
満
腔
の
故
邪
か
ら
和
莱
氏
の
人
が
之
に
任
也
ら

^̂WCWKW蛎晒"翻累wsmmQs&ism圃郷碗諏職翻卿mmi●
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か
く
は
竜
・

大
篇
の
別
に
し
ま
せ
は
班
圃
の

・
後
の
楽
を
な
ほ
も
・
所
ら
む
華
吉
近
．

直
に
が
’
築
上
郡
内
に
て
も
有
数
の
古
耽
で
あ
る
。

勅
使
井
大
常
川
耽
の
蛎
内
に
今
も
残
っ
て
居
る
。
同
耽
紀
に
「
宇
佐
宮
勅
使
溌
耽

に
入
た
ま
ふ
ど
き
此
井
の
水
を
奉
り
し
古
例
に
よ
り
，
今
犯
宇
佐
嵩
勅
使
度
ご
と
に
八

屋
騨
御
旅
舘
抑
茶
の
水
は
此
井
よ
り
奉
る
郡
は
去
元
治
元
年
甲
子
皮
も
圃
君
よ
り
仰
せ

ら
れ
け
る
、
川
主
山
田
氏
制
叛
し
て
奉
り
け
る
ぞ
鯨
く
も
灼
然
た
ふ
邪
ぞ
も
な
り
」
・

さ
見
恒
て
居
る
。

拝
み
松
大
常
帥
爪
の
北
八
町
位
の
鹿
に
一
本
の
老
松
が
ゐ
り
、
僻
に
秤
み
松
と
い

．
や
．
‐
〔
七
〕
…
．

■
一
』
一
画
一
■
一
一
皿
一
一
■
■
）
ロ
ュ
マ
ニ
マ

あ
る
に
て
知
ら
れ
る
０
・

八
幡
川
を
衆
っ
た
年
代
は
叉
伺
普
に
「
天
武
天
皇
之
白
胤
元
壬
巾
年
八
幡
大
川
を
九
月

十
日
奉
迎
而
中
殿
に
戯
縦
め
り
」
ど
見
向
、

宗
像
三
女
祁
鋲
座
の
年
代
に
つ
き
て
は
同
誉
に
「
宗
倣
之
川
柳
欽
座
者
不
詳
」
ど
見
侮

て
居
る
。
、
、

師
年
八
誹
溌
に
御
幸
が
あ
る
、
此
の
事
も
豊
前
圃
志
に
「
毎
年
八
剛
の
渡
に
て
祭
臓
ゐ

り
、
六
月
十
九
日
御
祇
の
日
右
字
々
の
子
孫
（
代
々
刷
殿
守
誰
山
川
氏
、
大
宮
司
消
原

氏
、
長
谷
川
氏
、
次
官
浦
原
氏
と
め
る
を
い
ふ
）
多
く
残
り
て
刺
典
に
供
奉
す
、
此
の

内
一
人
色
群
り
を
着
す
、
外
は
郡
て
鳥
州
子
白
衣
を
着
す
、
此
の
夏
越
の
御
幸
に
豊
前

楽
を
奏
す
、
此
の
日
無
式
尤
も
雌
並
也
、
避
近
よ
り
見
物
人
那
莱
せ
る
を
凪
ひ
継
ぎ
て

一電可苛でT盲而元宝憲司電斎TFF両論ご弓1諒rr̂ii砺葡：
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…
（
八
〕
…

っ
て
居
る
。
策
四
十
八
代
祁
偲
天
皇
の
洲
謹
慨
墾
三
年
和
戴
澗
臓
が
宇
佐
宮
に
測
勅
を

承
り
に
参
向
し
た
時
、
行
路
か
ら
大
富
刷
耽
を
秤
し
に
の
で
共
所
を
休
秤
野
と
云
ひ
、
・

今
一
本
だ
っ
て
居
扇
松
を
評
み
松
と
云
っ
て
居
る
。
今
上
陛
下
が
ま
だ
皇
太
子
時
代
大

前
調
抑
統
眺
に
お
出
に
な
ら
れ
た
際
此
松
の
下
ま
て
自
励
車
を
お
寄
せ
に
な
ら
れ
た
。

下
に
記
念
碑
が
あ
ｂ
、
「
和
戴
公
秤
耽
蒋
砿
、
川
内
谷
慶
微
建
之
」
と
剰
し
て
あ
る
。
》

千
束
騨

千
束
此
地
も
ご
千
壕
原
と
恥
し
古
城
①
多
い
原
好
で
あ
っ
た
。
然
乃
に
小
倉
小
躯

脈
の
支
洲
が
聯
府
促
門
祁
柾
の
役
溌
時
此
地
に
移
っ
て
小
市
街
を
な
し
た
の
に
始
ま
っ

た
。
此
附
近
に
築
上
中
皐
校
が
あ
る
。

間治悲両′I、永へへ千池

；孟曇圭樗意患幹来城
く．十ウ時．切てナ乙天雑．肱

、肥入二のMiB
爆百十後つ十に脈氏千
慨頃一に↑z二始 附 は 東
聯竣月遡のケま虻ノl、隣
ご工一れで村る ー倉の

o－ノl、耐な し日、、一
つ旭近篠八万然万雛近
て城江崎月石ろ石服く
砿芭守ノ1，‐一とにぞ家に
却祁其笠日更貞mの′1，

噌蝋竪雀禿莞Ⅷ篭
倉琶圭竺芙産糞燕溌器
只ナ乙郡時を肥J二雌四宅
石、にIll城二郡と男U:
垣 之入鹿に年内 い典か

磯難職蕊

瑠職蕊
で吻郡焼兵二 を塾，
、肌番けが手緋Illｰ芝

【榊輔.;耐唖
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昌磐溌里1里1＝
一

□
・
亘
．
（
－
０
｜
〕
：
合

如
法
寺
千
束
雛
ょ
ｈ
西
南
約
二
里
、
横
武
村
大
字
山
内
に
ゐ
る
ｏ
茨
雌
宗
の
祁
寺
で

小
倉
の
足
立
山
祁
渠
寺
末
、
本
愈
は
伽
吐
一
音
菩
薩
、
蝿
削
圃
三
十
三
所
伽
一
音
の
一
と
な

っ
て
居
る
。
宇
都
宮
家
訓
に
「
文
治
中
大
和
守
信
腿
雌
立
座
主
少
傭
正
生
西
信
房
三
男

ｉ
也
」
さ
め
る
。
職
内
に
字
都
営
信
房
全
嘘
細
の
蕊
が
あ
る
。
此
の
信
房
は
蝿
倉
藤
府
よ

ｈ
挫
前
守
識
職
に
任
せ
ら
れ
た
人
。
樵
綱
は
宇
都
宮
信
房
の
子
孫
で
室
町
時
代
の
人
で

あ
る
。
此
の
初
代
の
座
主
生
西
の
子
孫
は
如
法
寺
を
氏
と
し
天
正
の
頃
ま
で
縦
い
て
亡

ん
だ
。
叉
如
法
寺
は
昔
坊
中
が
多
く
除
粍
擬
な
寺
で
め
っ
た
や
う
で
有
る
ｏ

川
底
の
大
楠
如
法
寺
か
ら
南
十
町
余
、
合
河
村
大
字
下
川
底
に
あ
る
ｏ
・
雌
氷
二
十
七

年
八
月
二
十
五
日
、
宇
佐
宮
ニ
ノ
御
殿
（
宇
佐
は
西
が
一
の
御
殿
、
八
幡
太
郎
を
衆
る
脳

中
こ
の
御
殿
宗
像
三
女
利
ご
同
加
、
東
三
の
御
殿
別
功
皇
后
を
搾
る
）
造
瞥
の
時
仙
始

の
式
を
此
の
木
の
下
で
行
ひ
ｂ
引
き
っ
い
き
造
埜
毎
に
此
腿
で
全
式
か
行
は
鰹
だ
と
言

ふ
。
宇
佐
宮
寺
迩
誉
日
記
に
「
池
永
汁
七
年
八
月
二
十
五
日
壬
戊
日
巾
刻
加
始
柾
咳
之
豊

前
画
上
毛
洲
脇
河
内
、
一
一
湘
坂
、
山
撞
別
之
大
柚
也
、
御
殿
己
下
惟
式
並
役
人
等
一
服

二
同
ジ
』
と
見
侮
て
居
る
℃
因
に
一
御
殿
柚
始
は
今
の
築
城
郡
上
城
井
村
大
字
側
法
寺

の
大
棚
の
下
に
て
。
、
三
ノ
御
殿
加
始
式
は
下
毛
郡
風
坂
村
手
斧
立
八
幡
宮
嫡
内
の
楠
め

下
て
行
は
‘
れ
た
ど
の
事
で
あ
る
。

１
１
上
り

耳
垂
の
岩
屋
川
底
大
捕
よ
り
西
南
一
里
、
瑞
屋
村
大
字
甥
屋
に
あ
る
。
溌
行
天
皇
十

二
年
の
催
に
天
見
熊
襲
椛
伐
の
際
豊
画
御
木
川
上
に
耳
垂
と
云
ふ
賊
が
め
っ
て
皇
平
に

抗
し
平
定
さ
れ
た
率
が
日
本
書
紀
に
見
便
、
両
挫
記
に
「
瓦
垂
ご
去
賊
の
住
し
雌
は
求

菩
提
山
の
城
犬
ヶ
撒
と
云
ふ
云
々
」
さ
か
，
山
肌
大
常
耐
の
緑
越
中
「
擬
行
天
皇
云
々

１
０
の
号
一
）
・
０

－－
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にしのにく消千千
・のだ大よ改水束・東

つo友つ利・入榊ill'
ほて大のて．し柵耽 而 ヒ
ー居・江家・縦ナIぜは

昼も震；月阜：垂砦
清聯挙蕊ボ2患奨窪
水し 佐忍‘隙oた字．土

参が爪清の久Jlllll

塁：水宮門”和だ畷々の 司 、 淵 天 が土狭

のり 途城雌馳．千に1111

誠奮̂ iiiI1W|gm 上 仁 ぁ 貞 藩る肌
・に・保ろ1肌の。垂

絶て， 塞就と三1'郷は
b ほ．評定ぃ年の肌此

しと』、三主で所ぜ．す て 攻。 月な蝿か
．－ 衣

詠め正十る内ら：L

Q んナ乙烈八洲に溌
五 大だ時町Iヨガヒ浦詣
V和共天夜だ水す

江・歌途皇、か が る
ご中〃）和ら初が

匡・いに永猟、Illitl
ふ密 錬消 肌す順ID

・房が爪上五足治ろが
夫を年か四のよ
水焼蝿^1'年でい
染却後論か石ら

（
一
四
〕

侭
か
に
十
一
戸
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
而
し
蝋
削
で
は
有
名
な
山
で
あ
り
、
か
く
古
文

智
、
古
器
物
が
多
い
か
ら
、
歴
史
家
は
必
ヤ
一
皮
は
証
る
ぺ
さ
で
あ
る
。

。
ツ
、
シ
ー
ザ

典
雅
二
塁
求
菩
提
山
柵
現
御
喪
削
和
峨
二
首
一

准
三
后
遊
興

：
私
も
下
化
衆
生
の
柁
・
め
に
分
入
れ
は

上
求
菩
提
と
名
の
る
山
か
な
・

御
熊
野
の
山
の
山
守
待
得
て
や

刺
も
心
の
花
を
見
す
ら
む

黒
土
騨
．
黒
土
村
大
字
久
路
土
に
め
る
。
此
の
過
一
体
土
色
が
黒
い
、
共
名
も
之
か
ら

水
だ
の
だ
ら
う
。
純
挫
村
で
一
般
に
常
み
今
で
は
批
範
村
亡
云
ふ
名
群
を
荷
う
て
居
る
心

掴
蒲冒憲t括占f,,lL涼覧而諏肩:…芯;…ｽ廓砺アド頂画睡I那蒋研
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変
に
指
定
さ
れ
て
居
る
。

朋
洲
橘
騨
黒
土
村
大
字
脱
柵
、
佐
井
川
の
西
雌
に
あ
る
、
此
の
附
近
日
熊
城
剛
。
矢

方
池
。
牛
王
城
Ⅲ
。
等
の
史
跡
や
名
池
が
有
名
で
あ
る
“
‐

矢
方
池
麗
洲
橘
騨
か
ら
南
五
六
町
、
西
吉
稚
村
大
字
矢
方
に
あ
り
、
・
築
上
郡
節
一
・

の
大
池
で
あ
る
。
三
つ
の
池
か
ら
虻
り
水
而
反
別
合
計
七
町
五
反
八
畝
十
九
歩
。
・
西
吉

撫
、
禰
吉
常
、
東
吉
簡
、
鼎
土
、
三
毛
門
の
五
村
二
十
八
大
字
の
六
百
十
六
町
八
反
一

棚
二
十
五
歩
に
澱
概
し
て
居
る
ｏ
木
部
業
は
初
久
路
土
の
高
栃
庄
賊
氏
が
起
工
を
思
立

掛
旬
・
糾
合
曾
を
組
織
し
、
肌
治
二
十
年
十
一
月
十
九
日
時
の
上
毛
郡
長
消
水
可
正
氏
を

談
災
に
推
し
凡
組
合
曾
畑
則
を
議
決
し
、
｜
翌
二
十
一
年
十
月
十
九
日
郡
投
葉
川
荒
太
郎

氏
の
認
可
に
首
ま
り
、
以
来
本
組
合
の
事
業
幡
理
ぞ
郡
提
に
委
肌
し
、
葉
山
氏
以
下
長

．
．
〔
一
七
〕
…

oI

I

行 四川へるのにぱ字乳
雑時るI.－祁l吃．狭汁
の絶o粥乳jﾘrら．立1111の
作b』閲を汁でれすに狸
となに焚の堂てるあ言
ｲWい不いIllの居瑞ろ齢
へO胆‘てな両る雌O黒ミ
ルリ本縦すいⅢ。の佐土Q

謹誓；；奨謹器耐ij-.m55
秀千ろれはか＝ノ1,：をb
の手riぱ此ら一堂波数
雌肌夫冒の水十がつ町
を香でつ水が三あて南
もの参とを韮ケつ、東槻
つ木詣乳批つ所てに武
て像人汁ひて肌こ推村
掴でががか居香画め大
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#。．

蕊
..！；ウ

■
▲
」
且
▲
》

■
凸

。
．
。
」
牛
瀧
銀
．

●
、
■

凸
■

■

●
●
七

。
■
●

。
よ
■
さ
〃
‐
帝
６
Ｊ
．
ｆ
か

●
ｐ

零
．
、
、
争
い

●

…
ｃ
八
〕
・
・
・

町
恰
、
村
岡
抗
章
の
二
郡
避
を
級
、
高
橘
長
祁
氏
の
時
に
及
び
魁
朋
治
一
二
十
三
年
五
月

二
十
二
日
竣
工
し
、
賞
に
十
三
の
星
縮
を
閲
し
て
居
る
。
．
‐

牛
王
城
祉
矢
方
池
の
西
の
丘
上
が
即
雌
雌
で
あ
る
。
挫
削
古
城
漉
賊
雄
に
『
馳
久
六

年
噸
朝
郷
の
課
に
依
て
佐
々
木
三
郎
大
夫
頼
綱
築
之
、
一
族
十
人
該
所
在
城
、
嫡
男
噸

泰
成
恒
近
江
守
と
籾
、
同
遡
江
守
永
瓶
、
同
民
部
血
細
俊
、
同
下
町
守
永
氏
，
同
太
郎

噸
脱
、
欺
代
細
々
た
ｂ
、
珊
脱
が
時
菊
池
に
討
負
落
城
す
、
批
後
矢
方
次
郎
正
綱
在
城
、

天
正
八
年
矢
方
兵
部
亜
野
中
ご
決
戦
討
死
城
絶
た
り
」
進
見
ゆ
ｏ
此
の
附
近
も
と
戒
怖

庄
ご
云
ひ
肥
後
人
吉
の
滞
肌
和
良
長
頼
の
飢
地
で
あ
っ
た
。
成
仮
系
間
に
永
馴
母
相
良

氏
遊
め
り
此
の
蒋
砿
典
に
兇
ゅ
ろ
永
加
は
畏
願
に
て
並
の
子
孫
此
所
を
価
し
て
居
た
の

で
ぬ
る
友

内川高天氏代に熊よ日
元城功正に々城ど く隈
のにを-I-城在U:云似城
築居以五ぼ城がひ だ殴
城るて年さしめ西小
郡こ豊坐れて．るを丘庇

；城ご前大ブz届、F1 が 洲
Qヅ|：、園闇･ナ乙之熊二桶
九のな東のががとっ脚
Y字つ六品，天・'''1云列の

郡 た郡靴．正Ii1ふん〕|〔
宮、を征‘十隈oで・北
氏此 Jlル伐、六城此居方
がのはの年雌のろ 敷
豊時，時．三で日 。町
公築、黒‘月日熊東の
か上中田．、黒隈丘を鹿
ら郡沖孝Hi氏．上 雄 に

可HL~~_~1．号岬報榔狩タ
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松
尾
山
友
枝
村
大
字
松
尾
に
ゐ
ｂ
ｏ
安
巽
灘
か
ら
約
二
里
の
府
に
鴬
る
。
友
枝
村

大
字
西
友
枝
の
猫
川
か
ら
も
韮
ら
れ
る
。
山
上
に
三
肺
祁
耽
さ
言
ふ
が
あ
っ
て
天
照
太

・
・
川
、
大
巳
貨
命
、
少
査
名
命
の
三
柱
を
祁
る
ｐ
此
の
山
は
も
と
彦
川
の
支
配
下
に
立
ち

修
峨
者
の
居
っ
た
所
で
、
刷
耽
を
松
尾
柵
現
と
云
ひ
松
尾
川
記
に
「
本
愈
料
迦
牟
尼
如

・
氷
大
悲
十
一
而
伽
世
一
音
、
薬
師
如
来
」
と
見
・
”
て
居
る
掴
つ
ま
り
両
郡
祁
逝
で
あ
る
。

時1I1qloご己一
や.1岨

照
日
前
の
墓
西
吉
常
村
大
字
尻
高
，
照
日
衆
尾
に
あ
る
ｏ
昔
照
日
前
を
云
ふ
公
卿
の

姫
故
あ
っ
て
此
地
に
住
み
、
緑
な
す
黒
髪
を
此
雌
に
め
る
河
洗
に
脈
い
だ
が
川
の
石
皆

黒
色
に
染
ま
っ
た
之
が
黒
川
で
あ
る
と
の
仲
説
が
あ
る
ｏ

‐
！
：
：
Ｉ
！
ｌ

兵
宗
本
剛
寺
派
の
大
寺
で
あ
る
。
此
の
扉
の
南
に
僻
り
て
照
日
煎
〃
蝿
及
び
松
尾
山
が

土
”
ず
。
◎
。

■
●

安
雲
醐
西
吉
術
村
大
字
安
雲
に
ゐ
る
ｏ
此
麦
巽
に
寺
が
見
・
便
る
の
は
光
林
寺
ご
て

０

席言誌

『wsropro 猟争
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'1
M

･’1

０
４

０
Ｉ

Ｄ

Ｆ
も
争
舎

０
〆
１

｜
一
言
ロ
一
（
一
一
一
一
・
）
二
号
』

由
来
記
に
「
松
尾
山
開
非
行
妙
阿
間
梨
云
々
第
二
世
来
順
法
師
云
々
聖
武
天
皇
御
宇
洲

岨
五
年
能
行
上
人
噛
山
赤
秋
に
雌
踏
始
玉
也
云
々
」
と
見
侮
、
つ
ま
り
皇
猟
天
皇
の
頃

行
妙
の
開
韮
で
あ
る
。
然
る
に
挫
削
固
志
に
は
「
松
尾
山
、
犬
ヶ
鍬
の
東
に
辿
り
醤
王

寺
在
り
大
化
年
中
能
行
上
人
開
韮
に
し
て
彦
山
山
伏
に
胴
す
ぜ
ぞ
注
頭
を
高
明
院
を
云

丸
」
直
は
年
代
に
相
述
が
あ
る
、
能
行
は
法
述
の
弟
子
で
測
雌
頭
の
人
な
る
こ
と
は
挫

飾
蕃
鳴
慨
に
も
「
騨
能
行
不
し
知
二
何
許
人
一
也
櫛
随
二
法
逆
和
術
一
子
二
査
山
般
若
撒
一
粘
二

研
行
法
一
脚
仙
五
年
悲
准
二
蝋
之
松
尾
山
一
云
々
」
ど
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
；

友
枝
騨
友
枝
村
大
宇
土
佐
井
字
新
開
に
め
る
、
中
靴
迄
一
里
牢
。
附
近
に
宇
叫
の

棚
、
桑
野
原
、
猫
業
女
単
校
、
充
髄
雌
、
加
肥
松
城
吐
等
が
あ
る
。

①
Ｑ
ｐ
●
０
●
●
●
凸
日
ｅ
ｅ
ｐ
。
●
ｅ
甲
■
●
●
、
凸
■
寺
●
ロ
●

●
凸
■
甲
■
凸
■
ｏ
■
■
●
心
■
●
。
●
字
。
■
■

０
●
心
や
▲
■
も
凸
写

●
■
■
●
凸
■
．
■
■
■
日
日
●

●
●
●
■
号
■
◆
凸
■
ａ

０
Ⅱ
Ⅱ
８
つ
日
幻
Ｃ
Ｏ
ａ

。
■
■
６
●
■

●
。
■
。
■
口
も
①
凸

．
ｇ
ｇ
Ｇ
■
●
■
、
巳
．
■

い
い
Ｉ
岬
．
０
１
。

■
■
■
口
守
●
●
四
Ｕ
但
口
、

0 ●

U･■

●

＃

●

●
０
●
。

◆
６

１
心
。

●
Ｇ
の
Ｐ
・
日
Ｕ

■
●
■
ｂ

●

Ｇ

●

■

○

日
一

凸
■
与
。
●
０
■
ｂ

旬
■

ｑ

Ｄ

Ｄ

ｂ
言
Ｏ
Ｆ

Ｇ
■
″
０
■

■
◆

■
●
■

合
口

●

守
．
、

p

e

fヶ･沙0も二一

I

■．丹

； の 株 の事，I,：･別州・貝．数字!
昌碓のでで肢，れ帥m町野：

ﾏ長乗華3審壷叫房職;望’；
義雪＃擁隣室驚堂
翠農営裟兎鴛茶榊李藻
七るて 弱 時 五 ． 二 ・ る字のミ
士O今すは寸股0'y,f束
の此はる見、に．九磁 北’。

［’

一
Ｆ
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のに ご磯及形急に支瓦
跡折訓見共に．命:トめ脈肥
で定査で誰し面る かの

か己の内兄てのIll北跳

§童：棄蓄継職恥昌に患今史,)築腿利子蕊
吾保・で跡考上を川平の

‘灘婁善墓＃宮淫菱
て良省柴弘畏上斜き町

唇聴患緊謎喜箪熊m
罵秦織套撫誉＃壁

厩:祇了万三琵冨霊需XｱXT…『和
b悪wJ率I寓画種『”J胃wW翫覇諒耐厩、ｽ7f緬雨画阿郵再派郡司冨可V恵阿諏珂F刃海面、

Ⅶ詮”2.2”重哩?狸蛭¥狸.“涯墾虹!::世些 男曾,璽鉱‘，r』F‐

記他し内年桑ナ乙例を一
・に 多人

堕碁黒紫青野考引《磯
云居川元黒原古か：縦貝
J,城優、、単れし十
徴に政友氏安者てて郎
物逝に枝の｜卿の居居左
を[1抗大、天見↑こ．ら工
見板しjl態隈皇遡oonil
れつ両、城ひ）・す而此の
ぱ た 邪 紬 を 柵 1 部 し の名
わご大方攻字の今泌 跡
か云にリルの挫川はもを
るふ此刀た園氷開とつ
o，鹿、IIf桑な型非l^

有にl司鬼服いさ粥だ
．名l仙刑水屯地れに．家
な っ 部 惟 倉 で て 古で
古た、宗のあ殆城十
l戦が川、価るざが耶
場日中Illかo共多左
で隈委mn 形く工

．、ゐプァ女miz I飾併l1H
・る敗等家jⅢぞにに
．．｡rしの、で認宇開
．、委鬼メ|キ全ゐめ野係

し水士親るな壕す
い惟日猶o・ぃさ る

＃・率宗｜脇、叉や云 丈
・ははi代八天うひ掴 ：
・蝋．戦次麗正‘に欺
削死ご刑-I-な多古
那 し合 部六 ・つ き器
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y00Jgくい･函や“
子･出ｬ1

呼謝f宣r缶や一・J▽も口､割1P･雷｡こ-m”I
~つじ一与一

グ
ヮ
。
（
一
一
一
ハ
）
。
．
。

●
■
合
０
●
ｂ

に
顛
例
が
な
い
と
の
部
で
あ
る
ｏ
術
此
の
附
近
未
扱
堀
の
も
の
三
個
所
あ
る
。
考
古
皐

者
は
勿
諭
、
一
般
の
人
も
知
識
慾
を
洲
足
す
る
た
め
に
一
皮
は
見
梨
す
べ
き
で
あ
る
ｏ
，

。
●
。
■
■
◆

加
能
松
城
跡
友
枝
騨
の
南
十
四
五
町
、
友
枝
村
大
字
東
上
、
全
東
下
の
界
平
地
に
隆

起
す
る
丘
上
に
ゐ
る
。
二
五
の
堀
瀧
姻
ら
し
峨
画
時
代
の
城
吐
を
研
究
す
る
も
の
は
必

や
見
る
べ
き
で
あ
る
。
天
文
の
頃
ば
内
尾
煙
兄
守
烈
撹
、
天
正
の
頃
に
は
共
子
兼
元
か

居
っ
た
が
天
正
十
六
年
三
月
兼
元
黒
川
氏
ゼ
桑
野
原
に
戦
ひ
敗
れ
て
全
氏
に
降
っ
た
。

下
唐
原
騨
廠
原
村
大
字
野
地
に
め
る
ｏ
此
の
北
二
三
町
に
八
坂
刺
肺
が
あ
り
、
叉
山

国
川
を
隔
て
易
側
市
刺
耽
、
大
貞
脱
耽
等
が
あ
る
。
剛

八
坂
紳
吐
侭
に
午
Ⅶ
天
王
と
刺
し
術
吉
徳
村
大
字
垂
水
の
距
土
別
で
あ
る
。
郷
批
で

素
奨
嶋
愈
及
其
妃
稲
川
畑
の
二
杜
を
肌
る
。
由
来
は
ぜ
訓
べ
て
見
い
ば
人
皇
四
十
四
代

元
正
天
皇
の
誰
老
年
Ⅲ
柵
醗
の
肌
石
か
ら
棚
諭
し
に
ど
の
邪
で
あ
る
。
‐
誠
・
《
．
》

韓
語
は
牛
頭
の
意
で
わ
る
ｏ
依
っ
て
素
菱
鳴
趣
を
印
皮
の
牛
Ⅶ
天
王
と
は
同
体
ど
し
素

・
’
八
二
七
）
ｉ

山
城
名
勝
志
に
｛
諦
雁
根
元
記

．
一
再
託
宜
云
、
栽
天
竺
祁
間
糊

・
舎
守
識
別
云
々
故
云
二
祇
聞

耽
一
」
直
言
ひ
、
牛
頭
天
王
は
か

害
・
や
う
献
那
か
ら
一
に
祇
圃
在
も

・
い
ふ
ｏ
我
が
素
菱
鳴
鰍
新
維
に

渡
ｈ
、
ソ
シ
モ
リ
の
地
に
居

た
、
ソ
シ
モ
リ
は
ン
イ
モ
リ
で

一U急
一一

諏mm&w溺郷耐
●●●
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而芦

８

』
一
》
”
“
川
釧
Ⅷ
叩
Ⅷ
川
叩
剛
Ⅱ
恥
剛
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
，
０
０
１
０
０
１
０
い
．
．
！
Ｑ
８
１
今
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ

認理上塑･…-.-m偽,｡‘T12Eご蝉二窒二:i■●超■F■
毎口や一二、fO4"ﾛー lT｡.『

説
鳴
愈
を
牛
Ⅲ
天
王
と
云
っ
て
肌
っ
て
居
る
ご
維
新
の
際
軍
ハ
坂
川
一
睡
巳
改
祁
…
）
愛
之
言
ご

祇
園
の
本
耽
・
か
朋
石
か
ら
卿
々
移
っ
て
山
城
の
八
坂
の
地
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
蝿
前

志
に
「
牛
伽
天
王
宮
、
垂
水
村
に
め
り
六
月
七
八
日
擬
職
な
り
八
日
梗
肌
よ
り
近
皿
の

ト
ペ
ヲ

人
々
参
詣
し
て
眼
人
の
若
水
の
枝
を
賢
る
を
買
ひ
持
ち
仮
り
て
門
の
戸
に
柿
す
な
，
、

然
す
れ
ば
必
ず
疫
瓶
の
災
を
避
く
と
云
ひ
仲
ふ
」
て
か
い
て
ゐ
る
。
之
牛
頭
天
王
を
一

に
除
描
の
刺
と
す
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

の
や
〃

こ
の
刷
耽
の
あ
る
丘
は
山
圃
川
の
左
岸
に
ゐ
っ
て
下
毛
平
野
を
眼
下
に
眺
Ｕ
る
こ
さ
力

川
来
る
。
大
正
九
年
十
一
月
八
日
午
后
今
上
陛
下
未
だ
皇
太
子
に
ま
し
ｉ
…
た
と
き

大
油
習
御
伽
戦
の
た
め
御
町
立
遊
ば
さ
れ
、
金
谷
少
勝
の
峨
況
言
上
を
御
恥
取
ゐ
ら
せ

ら
れ
た
所
で
あ
る
、
韮
陳
御
手
柿
の
松
は
年
毎
に
み
ぎ
り
の
色
を
刑
し
て
居
る
。

鶴
市
紳
赦

の
田
地
は
宇
佐
の
刺
価
で
七
人
の
地
頭
か
之
を
支
配
し
て
居
た
が
、
“
‐
井
服
か
粥
に
き
れ

・
部
（
二
九
）
…
．
．

郷
雁
で
下
毛
郡
糾
居
村
大
字
批
脈
の
坂
手
隈
の
丘
上
に
あ
る
こ

祁ノ1，を概納配姫大｜股

：鶴華空調砦竺測農
の共に別’批ゐi'左上
で子隙はとる、挫に
あ市し保い、右秋あ
る太人延ふ委に沖る
o郎柱元ぺし側堂O
共のだ年きく市､正
頃二な大で峡二速 座
w職れジr-め八 m 秋 八
代 を る 収 冶 * 肘 を ネIt^T

」
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に
よ
れ
ば
延
喜
二
年
秋
櫛
原
批
興
宰
府
の
配
所
を
川
て
奉
布
服
村
に
莱
九
の
家
を
訪
ひ

後
吐
に
池
す
た
め
法
韮
純
を
手
撚
せ
ら
れ
た
が
後
之
を
埋
め
て
塚
と
し
た
も
の
だ
と
い

言
ふ
０
．
。

Ｌ
名
東
“
・

菅
公
鯉
塚
中
勝
原
岬
よ
り
束
激
町
、
上
勝
原
の
天
浦
宮
の
側
に
ゐ
る
ｏ
天
浦
宮
徐
旭
い、

涌
川
乏
到
池
也
云
々
宇
佐
圃
造
池
守
守
し
之
謹
一
言
余
族
」
ご
あ
り
、
池
中
に
一
二
飯
が

あ
っ
て
玉
沸
、
鉢
灘
、
鏡
諜
を
い
っ
て
三
郡
の
利
器
に
概
し
て
届
る
。
昔
宇
佐
宮
行
幸

曾
の
時
は
此
池
の
脱
を
苅
っ
て
御
枕
と
し
刷
典
に
乗
せ
て
八
個
所
の
耐
に
行
幸
が
あ
つ

■
●
Ｄ
Ｂ
ｑ

だ
で
あ
一
る
。
．
．
・
・
・
岬
．
．
，
溝
‘
‐
・
川
，
紙
い
，
．
‐
‐
Ｉ
、
‐
．

。
。
■
Ｉ
ｇ
０
０
。
。
Ｂ
０
凪
，
。
■
Ｕ
ｐ
Ｄ
ｍ
叩
一
叩
，
Ｄ
Ｂ
毎
。
■
０
●

中
唐
原
騨
厭
原
村
大
字
上
勝
原
に
あ
る
‐
此
の
附
近
誉
公
部
落
厭
原
の
梅
林
ｐ

等
が
あ
る
。
．

●毎

薦
刺
職
俗
に
大
貞
八
幡
と
云
ひ
下
脳
原
騨
ょ
ｈ
東
約
一
里
下
毛
郡
大
幡
村
大
字
大
一

川
示
現
の
地
聴
此
肌
よ
り
先
な
る
は
な
し
、
仁
朋
天
皇
承
和
年
中
初
班
で
此
腿
に
耐
を

辻
て
給
へ
り
亡
云
ふ
、
宇
佐
営
よ
り
大
貞
ま
で
共
肌
凶
里
も
り
云
々
」
と
見
恒
二
二
角

貞
に
あ
る
。
卿
耽
で
仲
哀
天
皇
、
帥
功
兜
后
、
八
幡
大
刺
、
比
洋
大
祁
（
宗
像
三
女
川

立
ち
之
か
ら
井
堰
が
き
れ
ぬ
や
う
に
ば
つ
だ
と
の
邪
で
名
高
い
。

み
＄
人
杜
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
所
、
妾
小
側
共
子
市
太
郎
が
主
人
に
代
っ
て
人
柱
に

一◆

の
他
と
い
ふ
が
あ
る
由
来
は
宇
佐
宮
記
に
一
：
大
貞
室
知
之
池
者
電
大
川
御
難
行
之
時
潟
二

と
同
体
）
を
祁
っ
て
ゐ
る
ｎ
大
宰
将
内
志
に
一
献
説
に
は
宇
佐
宮
に
つ
い
き
て
八
幡
大 ；｜

〃
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